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【主権者教育で目指す児童・生徒像】・国や地域社会が抱える問題と向き合い，法やきまりをもとに考察し，政治，経済に関する知識を理解し，他者と連携・協働しながら，より良い社会を実現するための方策を主体的に考え，その考えを伝え
合う中で相違点を見出し，更なる改善策を追究することができる児童・生徒。 

校

種 
【小学校】 【中学校】 【高等学校】 

単元レベルでの活動の手立て 

小６ 

「共に生きる社会」 

中３ 

「選挙に行こう！」 

高２ 

「ｲﾝｸﾙｰｼﾌ な゙選挙」 

中３ 

「誰もが楽しめるサッ

カーを考える」 

小５ 

「出生率を計算して少

子化を考える」 

小３ 

自己実現活動(体育

的活動)「ぼくらのオ

リンピック」 

目

標 

・自分たちの身の周

りで起きている地域

の課題に興味をも

ち，実際に当事者へ

インタビューをした

り，諸資料を集めた

りすることを通して

問題を自分事化し，

より良い地域や社会

を実現するための考

えを伝え合う中で違

う立場や考え方があ

ることに気づき，更

なる改善策を検討す

る子ども。 

・身の周りの社会や国家

の法やきまりについて

事実を基に多面的・多

角的に考察し，当事者

との対話やインタビュ

ー，アンケート調査な

ど適切な資料を活用し

ながら政治，経済等に

関する知識を習得し，

課題の解決に向けて，

他者の考えを受けと

め，自らの考えを深め

るなどして，よりよい

国家・社会のあり方，自

分の生き方をじっくり

考えて行動しようとす

る生徒。 

・社会で起きている課題に対

して法やきまりに関する

事実を基に，当事者として

の関わりを見出し，実際に

当事者や専門家へのイン

タビューや適切なアンケ

ート調査，諸資料の収集な

どの探究的学びから，国際

的な視野を持ってより良

い社会を実現するための

具体的方策を議論する。更

に，違う立場や考え方があ

ることの理解をよりいっ

そう深め，自分が社会にお

いてどのような立場から

関わるかを想定して改善

策を検討できる生徒。 

・視聴覚資料やインタビュー活動を

通して視覚障害をもつ人々の生

活の工夫や苦労を理解し、誰もが

安心して生活をすることができ

る共生社会の実現に向けて自分

や社会が取り組まなければなら

ないことについて障害を持つ

人々の立場に立って考え、提案す

ることが出来るようにする。 

・自分のことだけではなく、自分の

周りの人々の置かれている状況

に目を向けるために新聞記事や

ニュース映像等を活用して調べ、

社会が抱える課題を見つけるよ

うにする。 

・現代の選挙制度について障

害をもつ人々の立場から課

題を見いだし、公平・公正の

視点から考察し、背景となる

課題について理解する。 

・多様性を認め合う社会を目

指して、どのような課題があ

るのか見つけ出し、その解決

に向けて取り組む人々の姿

を学ぶことを通して、解決へ

の糸口を探ったり、新たな課

題を見つけたりしながら、よ

りよい社会の実現にむけて

自らの生き方・あり方を問い

直す。 

・知的、発達の両方の障害をもつ方

をゲストティーチャーとして招

き、選挙という主権者としての権

利行使の場における困難さを当事

者から聞き、それをいかにして解

決もしくは緩和できるかを、本人

を交えて議論していく。主権者と

しての意思を示す限られた貴重な

機会である選挙における権利行使

の意味【（２）イ】を理解した上で、

障害の有無に関わらず一人ひとり

の人間が尊重される社会の実現

【（２）ウ】及び、現代に共に

生きる人間として求められ

る望ましい生き方の考察

【（３）】を仲間とともに深

めていくこと 

・サッカーという遊び

を構成するルール（仕

組み）を軸に自らがそ

の空間を生み出す主

体となって、より面白

い遊びを創りだす。 

・起きていた事象を振

り返り（感想の共有、

意見交換、評価）、次

回に向けてアクショ

ンを起こす。 

・合計特殊出生率を表

す数値をもとに、日本

の少子化の状況を理

解する。 

・少子化のもたらす影

響についてこれから

の日本の社会にとっ

てどうなることが良

いことなのか、自分の

視点をもって評価す

る。 

・クラスみんなが参加

できるように、ルー

ルや組織を対象と

し、オリジナルオリ

ンピック大会を創

る。 

知

識 

・ 

技

能 

・地域や社会の現状

や抱える課題に関わ

る人々の取り組みを

理解するとともに，

新聞記事や統計など

の各種の基礎的資料

を通して，情報を適

切に調べまとめる技

能を身につける。 

・社会や国家の抱える諸

課題（政治，経済，法な

ど）に関する現状や制度

及び概念について理解

するとともに，調査や諸

資料から情報を効果的

に調べまとめる技能を

身につける。 

・国際社会や国家，地域などの

現状や抱える問題に対して

明確かつ的の絞られた探究

課題を設定したうえでこれ

までの社会における取り組

みを適切に理解する。併せて

適切かつ関連性のある情報

を収集し記録するための研

究方法を活用する力を身に

つける。 

視聴覚資料やインタビュー活動等

を通して、視覚障害をもつ人々の生

活の仕方や工夫、苦労等について理

解することができる。 

・視覚障害について自分がもつ疑問

を項目にし、インタビューをするこ

とで視覚障害について理解を深め

ることができる。 

・障害のある人にとっての選

挙での困難さに理解をし、そ

の課題について、異なる立場

や対立する問題の構図を捉

え、問題点を見いだすことが

できる。 

本時においてはこの観点は評価対

象としない。 

・サッカーの面白さや

ルールを理解し、採用し

ているルールがゲーム

にどのような意味（効

果、課題）を持つのかを

見いすことができる。 

・サッカーを面白くす

るために求められる技

能を見いすことができ

る。 

女性一人あたりが生涯

に産む子供の人数を表

す「合計特殊出生率」は、

男性を合わせた２が現

状維持の数値であるこ

とを説明する。 
女性の数と新生児の数

を比例させていること

を読み取る。 

・スポーツの競技会に

は、組織する人がいる

ことを理解し、競技会

運営に参画すること

ができる。 

思

考 

・ 

判

断 

・ 

表

現 

・地域や社会の特色

や抱える課題につ

いて，多面的・多角

的に捉え，その解

決に向けて自分た

ちは何ができるか

を選択・判断し，考

えたことを説明し

たり，それらをも

とに議論をしたり

する。 

・社会や国家の抱える諸

課題について，多面的・

多角的に分析し，公正に

判断することができる。 
・複数の事象の関係を構

造的に捉え，わかったこ

とを筋道立てて説明する

ことができる。 
・諸課題の解決に向けて，

他者の考えを受けとめ

自分の考えをさらに深

めていくことができる。 

・国際社会や国家，地域の特色

や抱える課題について，関連

する概念やモデル，理論につ

いて詳細な議論を通じて情

報を統合し，有効かつ根拠の

ある主張をまとめて適切な

公的機関等への提案を行う。 

・障害をもつ人々の立場に立って、

誰もが安心して生活することがで

きる共生社会が実現するために、何

が必要なのかをインタビューや調

査活動を通して考え、発表すること

ができる。 

・障害のある方が選挙で感じ

る問題について多面的・多角

的に考察し、その過程や結果

を適切に表現することがで

きる。 

ゲストティーチャーから提案を受

けた課題に対して、具体的な制度

上の問題点を考察している。チー

ムメンバーと共同して議論を深め

るための発言が効果的に出来てい

る。 
 

・サッカーの面白さや

ルールについて、多様な

価値観、技能差を持つ他

者とともに考察し、より

多くの人が楽しめる方

法を判断し実行してい

くことができる。 

少子化は現状のままで

よい、改めなくてはなら

ないなど、少子化につい

て自分の視点を以て評

価する。 
自分の視点以外の視点

の意見を聞き、自分の意

見をまとめる。 

・オリンピック大会運

営に関わって、自らの

役割を理解し、よりよ

く運営ができるよう

に工夫することがで

きる。 

主

体

的

に

学

ぶ

態

度 

・地域や社会が抱え

る課題について，主

体的に問題を解決し

ようとする態度や，

より良い社会を考

え，学習したことを

活かそうとする態度

を養う。 

・社会や国家の抱える諸

課題について，主体的に

問題を解決しようとし

て，よりよい社会の実現

を視野に国家・社会の形

成に参画しようとたり，

自分の学びのあり方を

問い直す態度を養う。 

・地域や社会が抱える課題に

ついて，主体的に問題を解決

し，より良い社会の実現のた

めに自らの学びを適切に振

り返ったうえで今後の学び

のあり方を自ら調整する態

度を養う。 

・新聞記事やニュース映像等から社

会が抱える問題について見つけ

ようとしている。 

・視覚障害をもつ人々が社会で活躍

する様子を捉え、私たちは何をして

いくことが誰もが活躍できる社会

が実現できるかを考えようとして

いる。 

・現代社会の特色を捉え、障

害者との結びつきに対する

関心を高め、主体的に追究し

ようとしている。 

議論を通じて、何を得ることが出

来たかを認識している。ここで得

た気づきを、これからの学びにお

いて何が必要となるかの理解へ繋

げられている 

・サッカーが遊びの一

つであるという前提か

ら、遊びを多くの他者と

共有して面白い空間を

生み出そうとしている。 

7年後には選挙権をもつ

ことを自分なりに自覚

し、社会の出来事に目を

向けようとする。 

・オリンピック大会開

催に向けて進んで取

り組むことができる。 
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⼩中⾼を⼀貫する主権者教育の学習プログラム
 

 
 
 
  

 
 

小学校 中学校 高等学校 

各

教

科 

社会

科 

 

公民

科 

   

体育  

 

保健

体育 

   

算数 

 

数学

科 

   

道徳 

特別活動 

総合 

   

 

【開発するプログラムの概要】 「意思決定」に関わる資質や能⼒を軸として、社会科を中⼼に、算数・数学、体育・保健体育の 3 教科で「知・情・意」を意識した連携を図り、「遊び」を活⽤しながら「合意形成」を
テーマにカリキュラム・マネジメントを通した⼩中⾼を⼀貫する主権者教育の⼀つの学習プログラムを開発する。 

【遊び】○当事者との対話や、専門家へのインタビュー、アンケート調査などの諸資料の収集など、探究的な学びの場を設定する 

【遊び】〇チームスポーツを通して全ての参加者が楽しめるための戦術や公平・公正なルールのあり方について協働する場を設定する 

【遊び】〇身近な事象や関心事を糸口に実社会の課題と結びつけ、数学的な見方・考え方を働かせて多角的・多面的に考察する場を設定する 

○意思決定・合意形成・自治活動 

【自己実現活動】自らやりたい事

柄を紙に書き、互いに呼びかけな

がら自主的に参加して、互いに協

力しながらやりたいことを実現し

ていく活動。 
【小３】クラスみんなが参加でき

るオリンピックを創る 

○意思決定・合意形成・自治活動 

【生徒会活動】生徒会役員選挙において、投票する権利の保障の観点から「期日前投票制度」の

創設に向けて生徒会役員自ら率先して、全校生徒、教職員への提案、規約の改正を行い、期日前

投票の制度を作り上げた。 
【生徒会役員選挙】生徒会選挙の実施要領に基づき、選挙管理委員会の発足、公示、選挙ポスタ

ー、立ち会い演説、投票に至る過程を全て公正な手続きに基づいてお実施するとともに、文京区

選挙管理委員会と協力して実際の選挙で使用する記帳代、投票箱を借り受けて生徒会役員選挙を

実施した。 

○意思決定・合意形成・自治活動 

【学校行事の運営】 
・学校行事・修学旅行の立案・計

画・運営にいたる過程を生徒の自

主的な活動で実施している。 
 

◎ 聴覚障害の方との対話 

【小６】誰もが安心して暮らせる共

生社会の実現に向けて自分や社会が

取り組むべき課題を話し合う。 

◎ 知的障害の方との対話 

【高２現社】インクルーシブ

な選挙制度の実現のために主

権者として、諸制度を適切に

理解するとともに制度の影に

ある諸課題を浮き彫りにし、

解決策を議論する。 

○実社会との接点・意思決定 

【中３公民】国家緊急権の導入の是非を

めぐる議論を通して、民主主義のあり方

や主権者としての意識を高める。 
【緊急事態条項の賛否を問う】 

○実社会との接点・意思決定・合意形成 

【中３体育】サッカーという遊びを構成するルール（仕組み）を軸に、自らがその空間を生み

出す主体となって、より面白い遊びをつくりあげるために、自分たちのグループで起きていた

事象を振り返り、感想の共有、意見交換、評価をしながら改善に向けてアクションを起こす。 

○実社会との接点 

【小５】出生率1.3の値が小数値であ

ることから10人を単位に日本の少子

化の現状と課題について話し合う。 

 

◎ ALS障害の方との対話 

【中３公民】日本の障害者支援のアンケートをふまえ、現在の選挙の課題を直接聞き、公平・公

正の視点から話し合いを通して、解決への糸口を探ったり、新たな課題を見つけたりしながら、

多様性を認め合う社会を目指して自らの生き方・あり方を問い直す。 

○実社会との接点・意思決定 

【中１地理】人口減少社会となった日本が直面

する労働力不足への対策としての移民・外国人

労働者の劣悪な労働環境について話し合う。 

○実社会との接点・意思決定 

【小６】選挙制度を学習し、仮の選

挙公報を作成して模擬投票を行い、

各自で投票した理由を考察した。 

○実社会との接点 地域・社会や産業界との連携・協働 
 

l 地域・社会の諸

課題についての

理解 

l 調査や諸資料か

ら情報を適切に

まとめる力 

l 公平・公正に判

断する力 

l 地域・社会の諸

課題の解決に向

けて協働して取

り組み、合意を

形成していく力 

l 自己理解・他者

理解 

l よりよい社会の

形成に参画しよ

うとする力 

主権者教育で目指す

資質・能力 

【遊び】○自分がよりよく生きる、またはよりよい社会のために、他者と協働して、自らの意思・判断で行動する場を設定する 
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「遊び」

社会

公⺠

算数

数学

特活

総合

体育

保健

【遊び】○当事者との対話や、専⾨家
へのインタビュー、アンケート調査などの諸
資料の収集など、探究的な学びの場を

設定する

【遊び】〇チームスポーツを通して全ての
参加者が楽しめるための戦術や公平・公
正なルールのあり⽅について協働する場を

設定する

【遊び】〇⾝近な事象や関⼼事を⽷⼝に
実社会の課題と結びつけ、数学的な⾒⽅・
考え⽅を働かせて多⾓的・多⾯的に考察す

る場を設定する

【遊び】○⾃分がよりよく⽣きる、または
よりよい社会のために、他者と協働して、
⾃らの意思・判断で⾏動する場を設定

する

「余⽩のあるカリキュラム」

○実社会との接点 地
域・社会や産業界との
連携・協働




